
琵琶湖西北部に流入する

安
あ

曇
ど

川の流域に、朝日の森

があります。そこで数年前か

ら、森の木を切ると下流の

川や湖にどんな影響が出る

かを調べる実験を行ってい

ます。同地域には昔から薪
しん

炭
たん

林
りん

として利用され、その

後放棄されたクリ・コナラの

二次林が広がっています。

ここに尾根と谷で囲まれ

た小さな流域を二つ選び、

流れ出る水を比べながら、

片方を伐採し、栄養塩など

湖の汚れの元になる物質が

増えるか減るかといったこと

を調べます。伐採前と伐採

後、数年にわたり、大雨時や

普段、定期的に調べ、森林

地の健康診断をするわけで

す。

この実験から、木を全部

切ると、吸収されなくなっ

た窒
ちっ

素
そ

分が最初のうちは濃

度で十数倍～400倍、大雨

時に量で約40倍も出てくる

こと、６年経った今でもま

だ元に戻っていないことが

わかってきました。しかし

同時に、斜面の上部と中下

部では出方が違い、下部か

らの濃度が最も高いことも

明らかになってきました。

これらの研究を生かして、

森林の環境調節機能を維持

し、富栄養化物質の少しで

も出にくい木の切

り方、森の管理の

仕方を探し、提案

していきたいと考

えています。

田
ん
ぼ
の
エ
ビ
を
探
し
て
い
ま
す

朽
く つ

木
き

朝日の森での
フィールド実験
主任学芸員（森林生態学）

草加　伸吾

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
グ
ル
ー
プ
　
古
　
谷
　
善
　
彦

Ｃ展示室は「湖の環境と人びとのくらし」を展示テーマとしています。今回はＣ展示室における来館者と
展示交流員さんとの交流のようすをのぞいてみました。

伐採後植林されてかなり
大きく育った５年目のスギ
林。写真上部に見えるの
はもとのクリ、コナラ林

田
植
え
が
近
づ
き
、
田
ん

ぼ
に
水
が
入
る
と
間
も
な
く

エ
ビ
た
ち
が
出
現
し
ま
す
。

な
ん
で
「
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
」
な
の
？
　
滋
賀
県
に
は

大お
お

型が
た

鰓さ
い

脚
き
ゃ
く

類る
い

と
呼
ば
れ
る
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
７
種
類
の

エ
ビ
類
が
い
ま
す
が
、
田
ん

ぼ
に
水
の
あ
る
中
干
し
ま
で

の
短
期
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
生
き
る

小
さ
な
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に

共
感
で
き
る
か
ら
で
も
あ
り

ま
す
。

琵
琶
湖
博
物
館
で
グ
ル
ー

プ
調
査
を
す
る
う
ち
、
ほ
と

ん
ど
の
種
で
滋
賀
県
北
部
の

生
息
確
認
が
少
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

ナ
ゾ
解
明
に
安あ

曇ど

川
以
北
の

今
津
町
方
面
を
主
に
調
査
を

し
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
３
日
に
三
田
市

の
「
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の

博
物
館
」
で
開
催
さ
れ
た

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
メ
ッ
セ

２
０
０
２
」
に
参
加
出
展
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
目
的
の

ひ
と
つ
は
、
滋
賀
県
内
に
留

ま
ら
な
い
生
息
分
布
を
調
査

し
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
生

き
た
エ
ビ
を
見
て
も
ら
お
う

と
試
み
た
孵ふ

化か

の
初
挑
戦
に

は
失
敗
し
ま
し
た
が
、
博
物

館
の
先
生
は
カ
イ
エ
ビ
の
孵

化
に
見
事
成
功
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
カ
イ
エ
ビ
を
水
槽

に
入
れ
る
と
元
気
よ
く
泳
ぎ

ま
わ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
い
た
だ
い
て
大
好
評
で
し

た
。
田
ん
ぼ
の
エ
ビ
を
知
ら
な

い
人
も
、
田
ん
ぼ
を
傷い

た

め
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
畦あ

ぜ

か
ら

中
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
面
白
い
泳
ぎ
を
す
る

エ
ビ
に
会
え
た
ら
感
動
も
の

で
す
。

Ｃ展示室での来館者との交

流が活発なコーナーはどこで

すか？

昭和30年代の民家を再現

した「冨江家」の外にはカワ

ヤがあります。ここには生き

たコイもいるのですが、昔な

つかしい洗濯機が小さなお子

さんを連れた若いお母さんた

ちに意外と人気があります。

このカワヤでは今と昔の水

の使い方の違いでいろいろな

お話ができるのです。

生きたコイと言えばプラン

クトンを見られるコーナーも

ありましたね。

毎朝、琵琶湖から旬の（？）

プランクトンを採取してきて

います。交流員のなかにはプ

ランクトン博士といえるよう

な人材も育っています。子ど

もさんだけでなく大人の方と

もミジンコ談議で盛り上がり

ます。

水の味調べというユニーク

な展示ではどのようなお話を

されているのですか？

「水の味調べ」のコーナー

では、我こそはグルメの舌を

持っていると自負されている

来館者の方々が挑戦されるの

ですが、結果は十人十色。

でも、お国自慢ならぬお水

自慢がどこの地方でもあるよ

うで、日本は水に恵まれた国

であるということを来館者の

方々から教えていただけるの

も楽しみです。

冨江家のカワヤ

プランクトンを見る

水の味調べ
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